
世界で200以上の地域・団体が採用している観光地域診断ツール。
地域の関係者を対象に独自の評価変数を用いたアンケートを実施、地域の位置を4象限で
評価し、課題と戦略を可視化、その地域にとって最適のゴールと施策共有に有効。

「Destination Next (D-NEXT)」とは?
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〇D-NEXTは、世界で200以上の地域・団体が採用している観光地域の診断ツール。
〇地域の関係者を対象に独自の評価変数を用いたアンケートを実施し、地域の位置づけ
を４象限で評価、課題と戦略を可視化。
〇そのプロセスを関係者と共有することで最適のゴールと施策共有に有効とされる。
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◆ D-NEXTの調査対象
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〇調査の対象となるのは、観光関係者に限らず、産業・地域・市場という地域を構成す
る３セクター。
〇それをもって、観光産業の中だけでなく、地域全体で観光がどういう位置づけなのか
を把握する。
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◆D-NEXTの調査結果（ポジションを可視化するシナリオモデル）
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〇最終的に位置づけを可視化する「シナリオモデル」。
〇「観光地域としての強み」と「地域における協力関係」の２軸で作られた４象限に立
ち位置を配置。
〇その立ち位置にあった課題と対策の提言をもらう。
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◆ D-NEXTの評価変数（評価項目）
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〇観光と地域の関わりにつき、「観光地域としての強み」と「地域における協力関係」
の２軸にわけ、それぞれ12の評価項目の回答をもとに「シナリオモデル」に。
〇図は「観光地域としての強み」の変数。
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◆ D-NEXTの評価変数（評価項目）
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〇図は「観光地域の連携」の変数。
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◆フューチャー・スタディについて

2021 フューチャー・スタディ参加地域

50ヵ国 706団体

世界的な100のトレンドと80の戦略を定義

100のトレンド

80の戦略

1. より広い産業、コミュニ
ティ、行政の連携が地域
のブランド力と競争力を
押し上げていく。

2. 旅行者はより一層、個々
の満足と幸福度を追求し
ていく。

1. コンテンツ作りとその拡
散方法に注力すべき。

2. 観光とその関連産業を再
構築するには、地域コ
ミュニティとの関わりを
より高めるべき。
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〇D-NEXTの調査項目の構成のもとになるのが、Next Factor社による「フューチャー・
スタディ」。
〇世界中のDMO等に対する調査を行い、最終的に世界的な観光の100のトレンドと80の
戦略を定める。
〇2021年は世界50ヵ国、706団体が調査に参加。
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◆調査結果報告 調査回答全体について

＊調 査 期 間: 令和３年10月29日～11月11日
＊調 査 方 法: ①ワークショップによるアンケート調査

②インターネット回答によるアンケート調査
＊調査回答者: 回答総数343件

（うち、①ワークショップ回答65件、②インターネット回答278件）

新潟県における調査の実施
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＜新潟県で今年度実施したD-NEXT調査の概要＞

〇調査は10月29日～11月11日の間に実施。
〇会場に参集するワークショップ型で実施した調査と、インターネットで回答する調査
の双方から結果を集計。
〇合計で343件のご回答。うち、ワークショップ参加者は65名。
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◆調査結果報告 調査回答全体について
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新潟県D-NEXT調査回答者の構成

＜回答者属性：ステークホルダーグループ構成＞
〇回答者の業種をおおまかにくくった大分類。
〇一番多いのが観光関連事業者（宿泊施設・観光施設・飲食店・土産物屋など）。次に
多いのが、行政関係（県・市、また国機関である運輸局、た議会関係者など）。その次
に多いのが、他事業者（イベント企画会社・報道機関など）。次が、地域関係者（地域
振興団体・NPO・教育関係など）。
〇業種バランスは、観光関連・行政・地域と3分の１ずつが望ましいとされ、おおむね
そのような比率に。

＜回答者属性：年齢構成＞
〇年齢は50までが半分、それ以上が半分。経営者層と現場実働層が半々と想定される。

＜回答者属性：年齢構成＞
〇最大は下越・佐渡、続いて中越、そして上越の順。下越は、行政機関・事業者が多く
あることもこの構成の一要因と思われる。
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